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論文の内容の要旨

（目的）

　ヒトやサルなど網膜中心窩の発達した動物は，眼を動かすことにより，動いている視覚対象を滑らかに遣

跡することができる。この眼球運動は「円滑遣跡眼球運動」と呼ばれる。円滑追跡眼球運動の動き始めの部

分（初期過程）は，視標が動き出す前の「目立ちやすさ」によって影響を受けることが報告されている。こ

の現象は視標の目立ちやすさによって空間のある領域に注意が引かれた結果，眼球運動に変化が現れたと考

えることができる。円滑追跡眼球運動の神経経路は比較的詳細に知られているので，眼球運動に対する注意

の影響を調べることによって，注意の脳内機構を明らかにすることができると考えられる。注意は能動的注

意と受動的注意に分けられるが，本研究ではとくに受動的注意について調べるために，追いかける視標と目

立たせるための刺激とを分離した。そして目立ちやすさの効果の時空間的性質を調べることによって，円滑

遣跡眼球運動の神経経路における注意の作用部位を特定することを目的とした。

（対象と方法）

　能動的注意の影響を除き受動的注意の効果を調べるためには，視標が動き始める位置を意識的に予測させ

ないようにする必要がある。そこで，目立たせるための刺激（㎝e）をごく短い時間（28㎜s）呈示し，その

位置と視標の動き始めの位置とを独立にした。

　5人の被験者からサーチコイル法を用いて眼球運動を計測した。視覚刺激はビデオプロジェクターにより

スクリーン上に投影した。遣いかける視標は，大きさ2。×2。の範囲にランダムに配置されたドットの塊（各

ドットは0．25。×O．25。の正方形）で，左右どちらかの方向に30．／sの速度で動く。背景は視標と同じ密度の

ランダムドットで満たされている。そのため被験者は視標が動き出すまでどこが動くか予想することはでき

ない。被験者は初め，視野の申央に表示された点を固視している。固視中に㎝eが短時聞呈示され，その後

申央の点が消えると同時に動き出した視標を遣いかける。視標が動き出してから70～140ms間に変化した
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眼球位置を測定することで，眼球運動の初期過程における注意の効果を調べた。

　峡験O㎝eが呈示されてから視標が動き出すまでの時聞（㎝e1ead　ti㎜e）を変化させて，注意の効果の

　　　　　時間経過を調べた。

　陵験2】㎝eが呈示される位置を変化させて，注意の効果の空間的広がりを調べた。

（結果）

　視標が動き出す前に呈示された㎝eによって注意が引かれたことにより，初期過程における眼球位置の変

化は増大した。

　陵験O㎝e至ead　t1meが増加するに伴って㎝eの効果も増加し，㎝e　lead　ti㎜eが約160㎜sのときに㎝e

　　　　　の効果はピークに達し，その後減少した。

　峡験2】㎝eと視標の動き始めの位置が同じ時もっとも大きな効果が観察された。また，効果は㎝eと

　　　　　視標が左右の視野の申で同じ側に呈示された時に見られ，反対側に呈示された時は効果が見られ

　　　　　なかった。

（考察）

　本実験により，視標の目立ちやすさが円滑追跡眼球運動の初期過程を促進する効果の時空問的な性質が明

らかになった。精神物理学実験から注意の時聞的な特性が報告されており，持続的な要素と一過性の要素が

あることが提案されている。前者は能動的，後者は受動的注意と対応する。今回の実験で，眼球運動の応答

は㎝e玉e＆dt1meが約160触sの時もっとも強く，400㎜sのときには㎝eなしの場合の水準にまで低下していた。

この結果は，精神物理学実験から提案された注意の一過性の要素の時問経過と一致している。

　大脳皮質の視覚領野の一部であるMT野，MST野が，円滑追跡眼球運動の初期過程のための視覚運動情

報を与えていることが知られており，またこれらの領野のニューロンは注意によって修飾を受けることが知

られている。さらに，半球のMT野は反対側の視野を表現しているのに対して，MST野のニューロンの受

容野はしばしば同側の視野にも広がっていることが知られている。今回の実験で円滑遣跡眼球運動の初期過

程に対する注意の効果は反対側の視野には広がらないことが示された。受容野の性質と合わせると，MT野

において視覚運動処理が増強され，円滑遣跡眼球運動の初期過程が促進されることが示唆される。

審査の結果の要旨

　追跡眼球運動の初期過程は視標の「目立ちやすさ」によって影響を受けることが知られている。本研究は，

追跡する視標と目立たせる刺激（㎝e）を分離し，目立ちやすさの効果の時間経過と空問的な性質を解析し

たものである。視標が動きだす前に提示された㎝eにより，初期過程における眼球運動反応は増大し，促通

の時間経過は精神物理学実験における受動的注意の時聞経過と一致することを示した。また有効な㎝eの空

問的な広がりが同側視野に隈局することを明らかにし，大脳皮質のMT野における視覚運動情報の処理が

増強されることを示唆した。追跡眼球運動に及ぼす注意の効果とその作用部位を示した研究として高く評価

できる。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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